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はじめに 

食品の高付加価値化や安全性確保のために、全

数検査が可能な非破壊検査技術の開発が重要で

ある。これまでの食品検査の多くは、抜き取りに

よる破壊測定によって実施されてきたが、光を使

った果物、果汁や牛乳の非破壊品質検査法が報告

されている。ここでは、小型光ファイバ分光器 1

を応用した、果物や果汁の光散乱を用いた品質検

査技術 2および、牛乳からの光散乱や蛍光を用い

た品質検査技術について実演を交えて報告する。 

装置および測定結果 

図１に光ファイバ分光器を、図２および図３に

光ファイバ分光器を応用した果物や果汁の光散

乱を用いた品質検査装置および、牛乳からの光散

乱や蛍光を用いた品質検査装置の模式図を示し

た。 

果実や果汁では、光散乱強度の測定値から糖度

が予測できることがわかった。また、牛乳からの

光散乱の測定値を使って牛乳の脂肪含有量が予

測可能であることがわかった。さらに、牛乳の蛍

光を測定することによってビタミン類の評価や

牛乳の光劣化に関する検査が可能であることが

わかった。 
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図１．光ファイバ分光器 1。 

図２．光散乱又は蛍光を利用した果実およ

び果汁の検査装置 2。 

 
図３．光散乱又は蛍光を利用した牛乳の検

査装置。 
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